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文書作成: 2011 年         次回見直し予定: 2017 年 

場所: Y:/タスクフォース- 世界基準   www.internationalmidwives.org 

形成的評価 
学習中の改善を目指した、学生にフィードバックしながら行う現在進行形の学習評価 
ガイドライン 
行動の詳細な計画または図例を含む説明、基準を実施するための一連のステップ 
定義によると、満たすことを期待されている「基準」とは対照的にガイドラインは強制的なもの

でない 
医療専門職 
健康分野の教育を受け、実践資格を得ている個人。例：助産師、看護師、医療提供者、医師 
助産師 
ICM の「助産師の定義」を満たし、ICM の「基本的助産実践に必須な能力」の教育と研修を受

けた者 
助産臨床指導者/臨床教員 
実践/実習中、助産学生を教え、観察し、評価するために、能力と意志がある助産実践に従事す

る経験のある助産師 
助産師教員 
助産師教育課程を修了し、人文カリキュラム開発、成人学生のための講義/理論教育と実践教育

の方法、学生の学びの測定および評価方法を含む教育能力を示した有能な助産師資格を有する者

助産能力 
助産師教育や実践の中で定められた熟練度を示す知識、専門家の行動、特定の技術の組み合わせ

助産師教育 
有能な助産師の養成と助産能力を維持するためのプロセス 
助産教員（教育スタッフ） 
助産教員、助産臨床指導者/臨床教員、他職専門家を含む助産課程で学生を教える教員の集団 
助産理念 
助産師教育や実践の本質についての信念の声明 
助産課程 
有能な助産師育成に必要な講義および実習を含む、組織され体系的に定められた学業のコース 
助産師学生 
助産課程の選抜および登録基準を満たした者 
助産関係者 
助産課程の決定や実践に影響を及ぼし、かつ影響を受ける個人や組織 
実践経験 
知識、技術、行動を習得し、適用し、助産業務で能力を実証するための助産実践の場における学

生の時間 
実践の場 
助産ケアを実践する施設、地域を含む多様な場 
質改善 
活動の有効性を判断し、必要な改善をする継続的なプロセス 
学歴の認定 
現在の助産課程の入学に関連する学生の過去の学習や経験を評価したり、認定したりする手順や

プロセス 
規制機関 
専門職の業務基準の設定に責任を負う正式な権限がある組織で、教育課程や資格登録の認定機関

を含む 
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信頼性のある評価法 
同じツールをほかの人も使うことができ、学習成果に関連する学習の進歩について同じ結論が導

き出される信頼性のある測定ツールまたはストラテジーの使用 
中等教育 
小学校から始まり 12 年間の学業修了と通常、理解されている 
自主管理 
決断に対して責任および説明責任を果たせ、その決定と行為の結果に関する責任を受け入れる能

力 
総括評価 
確立された学習成果の達成を判断するためのある時点での学習評価 
教員の有効性 
学生が学びやすいように、質の高い時宜を得た方法で教員が教えているという根拠 
妥当性のある評価法 
一般的に、「妥当性」は測定の概念のことである 
例：妥当性のある評価ツールは信頼性がなければならず、実際に特定の学習成果と関連した内容

や実践領域で学生の学習を測定しなければならない 
健全性 
基本的人権を促進する環境の中で生活し、仕事をする個人の自由 

 

（公社）日本看護協会・（社）日本助産師会・日本助産学会訳 
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